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＜あらまし＞ 調べ活動のテーマ決定の場面で，同期型 CSCL である Keading Board(以下 KB と

略)を活用し，見学や取材における児童一人一人の気付き，感想，さらに調べたいことなどを共有させ

る実践研究を行った。その結果，仲間の気付きや感想を踏まえてテーマを決定した学習者の姿がみら

れた。

＜キーワード＞ 同期型 CSCL 授業実践 小学校教育 総合的な学習の時間

１．はじめに

総合的な学習の時間では，学習者に追究の

必然性をもたせて学習を進めることが基本原

理である１）。特に調べ活動を基本とした学習

活動では，学習者自身で課題を見付け，解決

方法を探っていくことが求められる。しかし，

全ての学習者が，その過程を十分に意識して

学習を進めることは難しく，調べ活動のテー

マとしてより適切なものを考えていくための

方法論開発は急務である。

近年，学習者同士が相互に作用し合い，共

同活動する中で認識を成立させるといった視

点が注目され，様々な実践研究が行われてい

る２）３）。

久保田らは，理科実験場面において KB を

用いた実践研究を行い，それぞれの実験班が

相互にかかわり合いながら学習を進め，科学

的実践を行うコミュニティが教室全体へ広が

っていくことを報告している４）。

２．目的

本実践では，調べ活動のテーマ決定の際に，

KB による気付きや感想等を共有する場面を

設定する。KB 上には，それぞれの学習者が，

見学や取材を基に「初めて知ってびっくりし

たこと」「思ったこと，感じたこと」「もっと

調べたいと思ったこと」を書き込ませる。

これらの情報を共有する過程を分析し，学

習者がテーマに関わる重要なポイントを把握

していく実態，各自の興味・関心に基づいた

テーマ決定をしていく実態を明らかにする。

具体的には次の点を中心に検討していく。

（１）KB 活用前後のテーマの変化

KB を活用して仲間同士で気付きや感想を

共有し合うことにより，調べ活動のテーマが

変化するのか。

（２）テーマが変化する場合の学習活動

調べ活動のテーマが変化する場合，仲間の

気付きや感想がどのように関係するのか。

（３）テーマが変化しない場合の学習活動

調べ活動のテーマが変化しない場合，KB
の活用の効果はみられないのか。

（４）KB 活用の意識

仲間の情報を共有して活用することが可能

な KB を活用する中で，児童は KB をどのよ

うなものとして捉えているのか。

３．方法

（１）領域・単元名

4 学年 総合的な学習の時間

「ごみをへらしてリサイクル」

（２）対象児童

4 学年児童 32 名

（３）活動期間・時数

平成 20 年 6 月～9月（27 時間）

（４）活動のねらい

身の回りのごみについて関心をもち，ごみ

処理やごみ問題などについて調べ，ごみを減

らそうとする意欲をもつことができる。

（５）活動の展開



① 清掃センター・埋め立て地の見学と

家の人へのごみ収集に関する取材

（社会科の授業として実施）

② 調べ活動のテーマ決定（KB の活用）

③ 調べ活動

④ 発表会

（６）テーマ決定にかかわる活動の流れ

上の活動の展開で，KB を活用するのは，

「③調べ活動のテーマ決定」の部分である。

この活動の流れは，図 1 のとおりである。

（

計

表

っくりしたこと」等を書き込む。

4 前時までに児童全員で書き込ん

だ 3 枚のシート（印刷されたもの）

を読み，以前から自分も気付いた

り思ったりしていたことに青い

印，そのノードを見て，初めて気

付いたり思ったりしたことに赤い

印を付ける。そして，そのノード

を基に，さらに調べたいと思った

ことがあったら記入する。

２

5 前時のプリントを見ながら，仲

間の書き込みを基に自分が調べた

くなったことを KB のシートに書

き込む。 
３ 6 前時までに児童全員で書き込ん

だ 3 枚のシート（印刷されたもの）

を読み，「もっと調べたいと思った

こと」に，同じ意見や似ている意

見が多いことに気付き，その分類

を考える。

7 前時の分類を基に，小グループ

ごとに分担し，ノードを移動して

分類し，見出しを入れる。

今までの活動を基に，自分が調

べたいテーマを決める。

４．結果

KB を活用した調べ学習のテーマ決定の過

程について，結果を述べる。児童全体の傾向

1 次 自分の気付きや感想の書き込み 
児童一人一人が，清掃センター・埋め立て

地・家の人への取材での気付きや感想を KB
に書き込む。 

2 次 仲間の気付きや感想を参考にした書

き込み 
KB 上の書き込みを読み，仲間の気付きや

感想を知り，それを基に自分がもっと調べた

いと思ったことを書き込む。 
３次 テーマの分類と決定

KB 上の「もっと調べたいと思ったこと」

を分類し，見出しを入れる。

今までの活動を基に，自分が調べたいテー

マを決める。
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図 1 KB を活用した活動の流れ

７）テーマ決定にかかわる活動の指導計画

テーマ決定にかかわる活動の大まかな指導

画は表 1 のとおりである。

1 テーマ決定にかかわる活動の指導計画

次 時 活動内容

1 清掃センター・埋め立て地，家

の人への新しいゴミ収集について

の取材を振り返り，「初めて知って

びっくりしたこと」「思ったこと，

感じたこと」「もっと調べたいと思

ったこと」を学習プリントに書く。

1

2,3 前時の学習プリントを見なが

ら，KB 上の「清そうセンターに

ついて」「うめ立て地について」「お

うちの人から聞いたことについ

て」のシートに，「初めて知ってび

等について数値等で示すと共に，KB を十分

に活用してテーマを決定した例として抽出児

B の記録も示すことにする。また，B 児以外

の例も示し，できるだけ児童全体の活用の様

子が分かるようにする。

（１）自分自身の気付きや感想の書き込み

（1次）

図 2 気付きや感想等の書き込み

初めて

知ってび

っくりし

たこと

もっと調

べたいと思

ったこと

思った

こと，感

じたこと
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清掃センター・埋め立て地見学，家の人へ

のインタビューを基に，「初めて知ってびっく

りしたこと」「思ったこと，感じたこと」「も

っと調べたいと思ったこと」の３つを KB に

書き込む活動を行った（図 2）。児童が書き込

んだノード数の合計は，表 2 の通りである。

表2 自分自身の気付きや感想の数

シート名

初めて
知って
びっく
りした
こと

思った
こと，
感じた
こと

もっと
調べ
たいと
思った
こと

計

清掃センター 40 18 14 72
埋め立て地 26 13 13 52
家の人から 26 25 16 67
計 92 56 43 191

（児童３２名の合計）

書き込み内容について，抽出児 B 児の例を

下に示す。 
「初めて知ってびっくりしたこと」

（清掃センター）

・細破さい機は，１分間で６００回転

する。

・破さいしせつと焼却しせつがある。

（埋め立て地） 
・うめ立て地はもういっぱいうめてあ

る。 
（家の人から）

・お金を出し，ふくろを買うとごみが

へる。

・プラスチックの分け方が変わった。

「思ったこと，感じたこと」

（埋め立て地） 
・なぜ今のうめ立て地が終わったら今

度うめ立て地にするところを決め

ていないのか。

・なんでうめ立て地が終わる年を決め

ているのか。

（家の人から）

・リサイクルできるものは，お店に持

っていって回収ボックスに入れる。

・１３分別にすると大変だけどリサイ

クルできるからいい。

「もっと調べたいと思ったこと」

（清掃センター）

・びんはどうしたらまたびんになるの

か。

児童全体の様子として，この段階の「もっ

と調べたいと思ったこと」は，最終的なテー

マとしてよいものもあるが，次のように調べ

活動を通して学習を発展させていくには不適

切と思われるものも多くみられた。

・埋め立て地のあとに作る公園はどんな公園

か

・カラスはなんでマヨネーズの容器を食べる

のか。

・清掃センターの機械が壊れたらどうするの

か

・そ大ごみはどのへんに多いか。

・ごみのクレーンの動く速さ。

（２）仲間の書き込みを基に考えた「もっと

調べたいと思ったこと」（2次）

図 3 仲間の気付き等を基にした書き込み

２次では，仲間の「初めて知ってびっくり

したこと」「思ったこと，感じたこと」につい

ての書き込みを読み，それを参考にもっと調

べたいと思うことがあったら，それを新しい

ノードとして書き込む活動を行った(図 3)。
本来ならば，ディスプレイを見ながら直接

ノードの書き込みを行う活動であるが，児童

がどのようなノードを参考に書き込みを行う

のかを知るために，児童の書き込みを印刷し

た３枚のシートを全児童に配付した。

そして，仲間の「初めて知ってびっくりし

たこと」「思ったこと感じたこと」に関するノ

ードの中で，「自分もそうだなと思っていたこ

と」，つまり，以前から気付いたり思ったりし

ていたことには青色の丸印を付けさせた。ま

た，「今までそんなことを思ったり，感じたり

していなかったけど，これは大切なことだな，

そのとおりだな，などと思ったこと」，つまり，

初めて気付いたり思ったりしたことには赤色

の丸印を付けさせた。

その上で，そのノードを読んで考えた「も

っと調べたいと思ったこと」のノードを KB
上に書き込ませるようにした。結果は表３の

とおりである。

仲間の書き込みから矢印を出し，「もっと調

べたいと思ったこと」を付け足す。 
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表3 仲間のノードに対する意識と

それを基に「もっと調べたいこと」として追加したノード

選択したノード
（個）

選択したノードを基に「もっ
と調べたいと思ったこと」と
して追加されたノード（個）

以前から気付いた
り思ったりしていた
こと

544 5

初めて気付いたり
思ったりしたこと

496 46

（児童３２名の３枚のシート合計）

選択したノードを基に「もっと調べたいと

思ったこと」として追加されたノードは，合

計 51 個であるが，1 人の児童が複数のノード

を追加することもあったため，この追加を行

った児童の人数は 23 名である。

仲間の書き込みについて，「以前から気付い

たり思ったりしていたこと」「初めて気付いた

り思ったりしたこと」に分類する作業では，

両者の数がほぼ等しい結果となった。それに

対して，仲間の書き込みを基に「もっと調べ

たいと思ったこと」を書き込む作業では，大

部分が「初めて気付いたり思ったりしたこと」

を参考にしていることが分かる。これは仲間

の気付きや考えをテーマ決定に生かそうと考

えて進めた活動であるため，当然の結果であ

る。あまり予想していなかった「以前から気

付いたり思ったりしたこと」を基に，「もっと

調べたいと思ったこと」を書き込んだ例とし

て C 児の例を示す（表 4）。

表 4参考にしたノードと付け足したノード（C

児）

参考にした仲間のノ

ードの内容

付け足したノードの

内容

まだまだ使えるも

のがもったいない。

そのためにはどう

リサイクルすればよ

いか。

C 児は「まだまだ使えるものがもったいな

い」のノードに青印をつけている。つまり，

以前から気付いたり思ったりしていたことで

ある。C 児は埋め立て地見学直後の社会科ノ

ートに次のような記述をしている。

清そうセンターで，わたしはごみしょり

をするのはきかいだから，すぐかなと思っ

ていたら，けっこう時間がかかっていまし

た。ベッドやタンスなどのそ大ゴミは，し

ょりするだけでなく，地いきの人たちにあ

げたりするのを初めて知りました。

うめ立て地に行ったら，そ大ゴミの山が

何こもありました。まだまだ使えそうな物

ばっかりすてられていました。なので，リ

サイクルって大事だと思いました。

このように，C 児は埋め立て地にまだ使え

るものがたくさんあることを見学直後には十

分意識していた。しかし，調べ活動のテーマ

を考える段階ではそのことを忘れていたと考

えられる。C 児は，活動１次の段階では，「も

っと調べてみたいと思ったこと」の記述がな

い。仲間のノードを読むことにより，まだま

だ使えるものが捨てられていたことを思い出

し，リサイクルについて調べることも調べ学

習のテーマとして適当であることに気付くこ

とができたと考えられる。

抽出児の B 児は，「以前から気付いたり思

ったりしていたこと」を９つ，「初めて気付い

たり思ったりしたこと」を７つ選択した。

そして，仲間の書き込みついて「初めて気

付いたり思ったりしたこと」と感じた３つを

基に，「もっと調べたいと思ったこと」を次の

ように書き込んだ（表 5）。

表 5参考にしたノードと付け足したノード（B

児）

参考にした仲間のノ

ードの内容

付け足したノードの

内容

うめ立て地に来る

ごみがいっぱいでび

っくりした。

なんでそんなに多

いのか。

まだまだ使えるも

のがもったいないで

す。 

まだ使えるものは

なにが一番多い。 

ごみをふやさない

ようにする。

ごみをふやさない

ようにどういう工夫

をしたらいいか。

そして，この作業の感想を次のように記述

している。

みんなが思っていたことを見られてよかっ

たです。コンピュータで見られるので楽しか

ったです。矢印を引っぱったり，付せんをペ

タペタはるのがおもしろかったです。

B 児は，１次の段階では，「もっと調べてみ

たいと思ったこと」として，「びんはどうした

らまたビンになるのか」を書き込んでいる。

しかし，２次の段階では表のように，ごみの

多さ，そして，ごみを減らすための方法など

にも関心が広がっている。このようなことか

ら B 児にとっては，KB を使った活動は，調

べ活動のテーマの選択肢を広げていると考え

られる。
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（３）書き込み内容の分類とテーマ決定

（3次）

図 4 分類・移動後の画面

最終的な調べ活動のテーマ決定は，３枚の

シートの「もっと調べたいと思ったこと」を

参考に各自が決める。そのためには，シート

を見やすくしておく必要があると考え，同じ

内容をまとめて，そこに見出しを付ける活動

を行った（図４）。

このように内容を分類する作業は，児童に

とって経験が少なかったため，一斉授業の形

を取り，児童から意見を出させながら，教師

がそれをまとめていくようにし，見出しを決

定した（３次１時）。その後，グループごとに

分担を決め，ノードを動かし，見出しを付け

る作業を進めさせた（３次２時）。

作業後の B 児の感想は次のとおりである。

いろいろまとめて見やすくなりました。み

んなで分たんしたので，早くできました。動

かしたりするのが楽しかったです。いろんな

ところにまとめるのがおもしろかったです。

いろんなことができて便利だと思いました。

だれの（ノード）でも動かせるのですごいな

あと思いました。

多くの児童の感想の中に，見やすくなった，

わかりやすくなった，整理されたなどの感想

があった。また，楽しみながら活動に取り組

めたことが記述されていた。

（４）テーマの決定と KB の活用

KB 活用前に「もっと調べたいと思ったこ

と」として記述した内容と，KB 活用後に決

定した調べ学習のテーマを比較し，その変化

の有無を判断し，さらに，活動中の記録から

KB 活用の効果について分類をした結果が表

6 である。

①「活用法１」

抽出児 B を含む５名が該当する。仲間の意

見等のノードからリンクの矢印を出し，そこ

に「もっと調べたいと思ったこと」を記述し，

それを最終的な調べ活動のテーマとして決め

た児童である。

表6 KB活用による調べ活動のテーマの変化

変化の有無 活用や効果の分類 具体的な内容 該当人数（人）

変化あり 活用法１

KB上で，仲間の意見等から矢印を出し
自分が調べたくなったテーマをノードに記
述し，それを最終的に決定したテーマとし
ている。

5

活用法２
活用法１のような活用をしていないが，
KB活用の前後で調べたい内容が変化し
ている。

23

変化なし KB活用の効果あり

KB活用の前後で調べ活動のテーマは
変化はしていないが，KBを活用する中
で，自分のテーマの意義を確認している
ことが，KB上やプリント等の記述から分
かる。

4

KB活用の効果なし

KB活用の前後で調べ活動のテーマが
変化していない。また，調べ活動のテー
マ決定にKBの活用が影響を与えていな
い。

0

「もっと調べたいこと」の

ノードを分類して，移動さ

せ，見出しを付ける。
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抽出児 B が決めたテーマは，KB 上に自らリン

クの矢印を出して「もっと調べたいと思ったこ

と」として書き込んだ「ごみをへらす方法」であ

る。その後，家庭内のごみをどのように減らすか

を３R の重要性などと関連させながら調べてい

った。このテーマに決めた理由については，どう

やればごみをへらせるかを調べ，自分でそれを実

行したり，家族に呼びかけたりしたいからと記述

している。

②「活用法２」

活用法１のように，仲間のノードから矢印を出

して，「もっと調べたいと思ったこと」を書き込

み，それの最終的なテーマにしているわけではな

いが，KB 活用の前後で調べたいことの内容が変

化している場合である。23 名の児童がこれに該

当する。

この分類の場合，仲間の気付きや感想を基にし

て調べ活動のテーマを自分で新しく見つけたの

ではない。仲間がどのようなことに気付いたり，

どのようなことを感じたりして，その結果，何を

調べたくなっているのかを参考にして，自分なり

の捉えでテーマを決めたり，自分も同じように共

感できるものをテーマとして選んでいると思わ

れる。

市内で使用が始まったごみの指定袋について

調べることに決めた D 児は，テーマの決定理由

を次のように記述している。

（KB 上の）みんなの意見を見ていると，何で指

定袋になったんだろうと思いました。

KB 上の「もっと調べたいと思ったこと」の「指

定ぶくろ」の見出しの下には，「なぜ黄色だとカ

ラスがこないのか。」「ごみぶくろの種類は何か

（どのようなものがあるか）。」「指定のごみぶく

ろで気を付けている点（はどんなことか）。」など

が書き込まれている。市内ではこの活動を始める

直前にごみの指定袋の使用が始まった。目的によ

って黄色の袋や透明の袋が使い分けられている。

このような書き込みを見ながら，そもそもなぜ指

定袋の使用が開始されたのか疑問の思った D 児

は，「ごみの指定袋」をテーマとした。

D 児と同様にごみの指定袋について調べるこ

とに決めた E 児は次のように記述している。

（KB 上に）いろいろなことが書いてあって，ぼ

くが調べたいのはこれかなと思って決めました。

E 児の場合は，受動的な形でのテーマ決定とも

考えられる。日ごろの様子をみていても自分から

考えを述べるより，仲間の発言等を基に考え方な

どを理解して，学習を進めることが多くみられる。

このような児童に対しては，教師から適当と思わ

れるテーマを助言して，テーマの決定を行う場合

もある。そのような方法と比較した場合，今回の

KB 活用は有効であったのではないかと考える。

E 児は，２次で行った仲間の気付きや感想を基

にして「もっと調べたいと思ったこと」を書き込

む作業では一つも書き込みができなかった。しか

し，作業の感想として，次のように記述している。

Z さんの「（ごみが有料化されると）ポイ捨てが

増えるのではないか」や，Y さんの「ちゅうせん

で当たった人に（粗大ごみとして出された）家具

をわけるのはいいと思った」を見ていろいろいろ

いろ調べたいことができた。いろいろなことを知

った。リサイクル関係のことが多かった。

自分から調べたいことを主体的に考えたとい

うことはできなくても，様々な意見を読み，自分

なりに考えて決めたテーマであったと考えるこ

とができる。

③「KB 活用の効果あり」

KB 活用の前後で調べ活動のテーマは変化し

ていないが，KB を活用する中で，自分のテーマ

の意義を確認していることが，KB 上やプリント

等の記述から分かる児童のことであり，４名が該

当する。この中の F 児の例を示す。 
F児がKB活用前にもっと調べたいと思ってい

たことは，次の４点である。

・埋め立て地が使えなくなったらどうするのか。

・なぜ違うごみの出し方になったのか。

・ごみをどうやってリサイクルするのか。

・ごみのかさが増えないようにするにはどうする

か。 
そして，最終的に決定した調べ活動のテーマは， 

その中の「ごみをどうやってリサイクルするの

か」である。F 児は，最終的にテーマを決定した

理由について次のように記述している。

KB で意見交かんしているときに，１年間のご

みのりょうがすごく多いという意見があって，も

っとへらすにはリサイクルすればいいんじゃな

いかなと思ったから。

そして，家庭でできるリサイクルについて調べ

活動を進めた。このように，KB 活用前にもっと

調べたいと思っていたことの中から，最終的なテ

ーマを決めているが，KB を通した活動で仲間の

意見も参考にしながらテーマを決定したことが

分かる。

④「KB 活用の効果なし」

KB 活用の前後で調べ活動のテーマが変化し

ていない。また，調べ活動のテーマ決定に KB の

活用が影響を与えていな場合である。今回の実践

ではこれに該当した児童はいない。

（５）KB を使った感想

最終的なテーマ決定後，KB を使って楽しい点，

便利な点について記述させた。結果は次のとおり

であった。
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楽しい点

・字をたくさん打つことできる。（9 名） 
・仲間の意見が分かる。（7 名） 
・自分の考えをたくさん書くことができる。

（6 名） 
・ノードを貼ることができる。（5 名） 
・画面を動かせる（スクロール）。（3 名）

・自分の考えを見てもらえる。（2 名）

・画面が大きくなったり，小さくなったりする。

（1 名） 
便利な点

・みんなの意見を一度に見ることができる。

（10 名） 
・簡単にたくさんのノードが貼れる。（3 名）

・だれの意見か名前が分かる。（2 名） 
・画面が広い。（黒板と似ているけど，それよ

りもたくさん書き込める。）（2 名） 
・自分の意見が表せる。（1 名） 
・ノードが伸び縮みする。（1 名） 
・ノードが動かせる。（1 名） 
・何回でもできる。（1 名） 
・自分の場所が分かる。（1 名） 
便利な点で一番多かった記述は，みんなの意見

を一度に見ることができることである。また，楽

しい点に関する記述では，仲間の意見が分かると

記述した児童が７名，自分の考えをたくさん書く

ことができると記述した児童が 6 名いた。このよ

うなことから考えると，児童は，仲間の意見を知

ったり，自分の意見を表したりするものとして

KB を捉えているように思われる。

また，KB を使って大変だと思ったこと，難し

いと思ったことについても記述させたが，文字入

力の大変さについて記述した児童がほとんどで

あった。

５．まとめ
（１）KB 活用前後のテーマの変化

KB を活用して仲間同士で気付きや感想を共

有し合うことにより，調べ活動のテーマが変化し

た児童は，32 名中 28 名であった。

（２）テーマが変化する場合の学習活動

テーマが変化した児童は 28 名であったが，KB
の活用方法は２つに分かれた。

活用法 1 として述べた方法は仲間の意見等の

ノードからリンクの矢印を出し，そこに「もっと

調べたいと思ったこと」を記述し，それを最終的

な調べ活動のテーマとして決めた児童である。

活用法 2 として述べた方法は，活用法１とは異

なるが，仲間の書き込みを基にして，KB 活用の

前後で調べたいことの内容が変わっている場合

である。

活用法１の方がより主体的な学習活動と思わ

れるが，活用法２であっても子どもたちは仲間の

様々な書き込みを読み，それを参考にテーマを決

めていたことが分かった。

（３）テーマが変化しない場合の学習活動

調べ活動のテーマが変化しない場合でも KB
活用の効果が現れていることが分かった。テーマ

が変化しなかった児童であっても，KB を活用す

ることにより，今まで調べたいと思っていた気持

ちを強めることができたと考えられる。

（４）KB 活用の意識

児童は，KB を，仲間の意見を知ったり，自分

の意見を表したりするためのものと捉え，活用し

ていることが分かった。また，キーボードからの

文字入力の技術が不足している場合，活用にやや

抵抗を感じることも分かった。

（５）今後の課題

調べ活動のテーマ決定のために KB を活用す

ることにより，どの児童も教師の助言等に頼るこ

となくテーマを決めることができた。決定したテ

ーマは，主にごみの減量やリサイクルの普及に関

することであり，しかも，家庭でできるごみの減

量やリサイクルなど，自分たちが実際に実践可能

であるものが多くなった。KB 上で互いの気付き

や感想等を共有する中で，テーマとして適当で，

調べる意欲がもてるテーマを考えていくことが

できたと思われる。

今回の実践では文字入力にやや抵抗を感じて

いる児童も多かった。文字入力に抵抗がない場合，

より多くの書き込みも期待できる。そのような場

合の KB の活用についても検討をしていきたい。
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